
「和食
わしょく

」と聞いて
き

どんな料理
りょうり

を思い浮かべます
おも   う

か？ 思いつく
おも

ものの中
なか

にはルーツが海外
かいがい

にある

など、難しい
むずか

部分
ぶぶん

もありますが、「和食
わしょく

」は時代
じだい

や環境
かんきょう

と共
とも

に進化
しんか

・発展
はってん

・変化
へんか

してきた料理
りょうり

で

す。ユネスコ無形
む け い

文化
ぶ ん か

遺産
い さ ん

で登
とう

録
ろく

された「和食
わしょく

文化
ぶ ん か

」では、以下
い か

の４つを特徴
とくちょう

としています。 
 

◎多様
た よ う

で新鮮
しんせん

な食材
しょくざい

とその持ち味
も   あ じ

の尊重
そんちょう

 ◎健康
けんこう

な食生活
しょくせいかつ

を支える
ささ

栄養
えいよう

バランス 

◎自然
し ぜ ん

の美しさ
うつ

や季節
き せ つ

の移ろい
うつ

の表現
ひょうげん

  ◎正月
しょうがつ

などの年中行事
ねんちゅうぎょうじ

との密接
みっせつ

な関わり
かか

   

（参考）農林水産省：和食を「未来」へ。 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 「はし」の持ち方
も   か た

を確認
かくにん

してみよう！ 
  

 

 

 

 

 

 

日
に

本
ほん

では、食
しょく

事
じ

の前
まえ

に「いただきます」、 食べ終
お

わったら 

「ごちそうさま」のあいさつをする習
しゅう

慣
かん

があります。それぞれ、どのような意
い

味
み

があるのでしょうか。 

 

 

 

都立港特別支援学校 

校 長 岡戸 良雄 

栄養士 大野 有里 

えんぴつと同じ
おな

ように親指
おやゆび

・

人差
ひとさ

し指
ゆび

・中指
なかゆび

で１本
  ほん

のはし

を持つ
も

。 

数字
すうじ

の「１」を書く
か

 

ように、上下
じょうげ

に動かす
うご

。 

もう１本
ほん

のはしを、親指
おやゆび

の

付け根
つ  ね

から、中指
なかゆび

と薬指
くすりゆび

の間
あいだ

に通す
とお

。 

上
うえ

のはしを動かし
うご

、はし先
  さき

を

閉じたり
と

開いたり
ひら

して、食べ物
た   もの

を

はさむ。 

① 

② 

③ 

④ 
自分
じ ぶ ん

に合った
あ   

 

箸
はし

の長さ
なが   

 

「いただく（頂く／戴く）」は、頭
あたま

にのせるという意
い

味
み

があり、身
み

分
ぶん

の

高
たか

い人
ひと

から物
もの

をもらう際
さい

、上
じょう

に捧
ささ

げ

て敬
けい

意
い

を 表
ひょう

した動
どう

作
さ

にちなむ言
こと

葉
ば

です。自
し

然
ぜん

の恵
めぐ

み、生
い

き物
もの

の命
いのち

をも

らうことへの感
かん

謝
しゃ

を表
あらわ

します。 

 

 

「ちそう（馳走
ち そ う

）」は、食
しょく

事
じ

を用
よう

意
い

するために走
はし

り回
まわ

ることを意
い

味
み

しており、この食
しょく

事
じ

が出
で

来
き

上
あ

がる

までに関
かか

わった人
ひと

びとへの感
かん

謝
しゃ

の

気
き

持
も

ちが込
こ

められています。 

 食
た

べることは、生
い

き物
もの

の 命
いのち

をいただき、 命
いのち

をつないでいくことです。また、 食
しょく

事
じ

が出
で

来
き

上
あ

がるまでに、 料
りょう

理
り

を作
つく

る人
ひと

をはじめ、農
のう

作
さく

物
ぶつ

や家
か

畜
ちく

を育
そだ

てる人
ひと

、 魚
さかな

をとる人
ひと

、 食
しょく

材
ざい

を運
はこ

ぶ人
ひと

、販
はん

売
ばい

する人
ひと

など、たくさんの人
ひと

が関
かか

わっています。感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちを忘
わす

れずに、 心
こころ

を込
こ

めてあい

さつし、 食
しょく

事
じ

を大
たい

切
せつ

にいただきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 


